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今後の保険者支援について

保険者支援部会での意見 R3年度における対応 （参考）８期計画期間中の方向性

今後の
支援の在り方

・コロナ禍の現状、区市町村を取り巻
く状況が昨年度と大きく異なるため、あ
らためて保険者の声（支援ニーズ）を
確認し、支援策を練り直すことが必要

・区市町村への支援については、コロナ禍の現状
も踏まえ、改めて保険者ニーズを把握するため
調査を実施
（令和２年度から着手）

・ニーズ調査結果を鑑み、都のこれまで
の支援内容の再検討及び新たな支援
について検討

伴走型支援
(地域の実態把
握や課題分析等
を支援）

・全体のPDCAに対する伴走型支援
となると少なくとも２～３年は必要。1
自治体の全体を支援する制度設計
は難しい

・自立支援・重度化防止の具体的な支援内容
等について引き続き検討 ・自立支援・重度化防止等の取組を地

域の実情に応じて確実に推進できるよ
う支援を検討

伴走型支援
(重点的に実施す
るテーマを定め支
援）

・テーマ（サービスC等）を限定した
支援を1年、それぞれを得意とするコン
サルタントに支援してもらうのが現実的

・その他のテーマ、取組について検討
※サービスCの伴走型支援を実施
（R3年度～R5年度)
【参考資料5】

区市町村職員研
修

・全体研修、見える化システム活用研
修は継続実施すべき
・オンラインでの開催を検討することが
必要

・全体研修の継続実施に向け、オンライン実施を
予定
・保険者機能強化へ資するカリキュラムを検討

・専門家を招き、PDCAサイクルの実践
的な取組事例の共有や知識技術の提
供ができる研修を継続実施
・効果的なカリキュラムを実施

【８期計画への記載内容（案）】
○ 地域包括ケアシステムの各要素・分野ごとの支援をするとともに、区市町村がそれぞれの地域の資源や課題を把握し、地域の実情に応じたマネジメントを
実施できるよう、支援の在り方について検討

○ 区市町村が、自立支援・重度化防止等の取組を、地域の実情に応じてPDCAサイクルを活用しながら確実に推進できるよう、短期集中予防サービスの
実施について定期的な訪問や助言等の個別的な支援を行うほか、他の取組においても支援を検討

○ 専門家を招いた全体研修及び情報交換会を開催し、実践的なテーマや取組事例の紹介等による知識や技術の習得、自治体間の情報共有を推進
また、PDCAサイクルに沿った自立支援・重度化防止等の取組が推進できるよう、その前提となる考え方や対応策、効果的な事業展開やデータ活用の
考え方など、保険者機能の強化につながるカリキュラムを実施
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【R３年度における対応】

〇保険者ニーズ調査を踏まえて、具体的な保険者支援の内容検討を行う。
区市町村支援に係る調査（参考資料３）では、以下の２点の個別支援が必要か、調査を実施（調査結果＜速報版＞は参考資料４）。
・地域の実態把握や課題分析についての個別支援の実施について
・重点的に支援する課題（テーマ）を定めた個別支援の実施について

また、保険者が必要とする研修についても調査を実施。
〇保険者のニーズに合致した支援をするためには、どういった支援が効果的であるかご意見を頂きたい。

＜論点＞
１ 保険者が地域の実態把握や課題分析を行うにあたり、個別的な支援の方法やその他効果的な支援について

ニーズ調査結果によると、回答のあった自治体のうち約半数から個別支援が必要であるとの回答を得た。
都としても、保険者が地域の実態把握や課題分析をすることは、必須であると考えており、これらを踏まえたご意見を頂きたい。

２ 重点的に実施する課題（テーマ）を定めた個別的な支援を望む自治体に対する効果的な支援について
ニーズ調査では、「地域ケア会議で把握された地域課題から政策形成を行うこと」、「生活支援コーディネーターによる地域づくりへの支援」等について個別支援が必要であるとの回答
が多くあったが、伴走型支援に適した課題（テーマ）は何か、またその支援事例等についても、ご意見を頂きたい。

３ 保険者機能強化に資する効果的な研修内容について
これまでの区市町村研修では、有識者による講演や国が実施する研修内容の伝達、先進自治体による事例発表等を行ってきたところである。
その他、どういった研修内容が効果的か、ご意見を頂きたい。
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

保険者支援策の検
討

短期集中予防サー
ビス

区市町村研修

保険者ニーズ
調査

必要な支援策把
握・検討

R4 予算要求・支援内容検討
・支援自治体検討

伴走型支援実施

「見える化」システム活用研修 保険者機能強化研修

支援自治体との調整


